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成果の達成状況

（ ）

　暫定整備で開放している運動広場を、複合運動施設として本格整備することにより、区民からの要望の多
い少年野球場、サッカー場、陸上競技場等、新宿区で不足している施設の充実が図れます。

事務事業 119 妙正寺川公園第Ⅱ期整備

大項目 04 うるおいのあるみどりのまちづくり

章 3 安全で快適な、みどりのあるまち

事業成果指標
指標名 定義 目標水準
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成果（事業が意図する成果）

公園、広場などの整備充実施策

事業内容

対象・手段
　妙正寺川公園運動広場　　面積　9,594.33㎡
　整備工事は中野区の施行となり、経費の半分を新宿区が負担します。

目的
　新宿・中野両区で共同設置している妙正寺川公園の中で、運動広場として暫定整備している妙正寺川地
下調節池の上部を、ナイター設備等を備えた複合運動施設として本格整備を図ります。

事業の実施内容
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　運動施設が不足する現状において、運動施設の整備は中野区と連携のうえ、積極的に
進める必要があります。
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現状のまま
継続

　本格整備でナイター設備等施設の充実が図られると、より一層の利用の拡大が見込まれ
ます。
　しかしながら、現在の暫定整備においても一定の利用が確保されており、今後、中野区
との協議を踏まえながら、本格整備の必要性について、検討を行っていきます。
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実施の成果
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　調節池上部の活用による用地確保、中野区と共同による施設整備は、当該施設の立
地・性格から妥当といえます。

　本事業の進展によって、運動施設のより一層の充足が可能です。
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　暫定整備により、運動広場として利用可能としています。
　本格整備ができれば、不足する運動施設の充足が図れます。

0.00

　当面の間（19年度以降まで）現在の暫定整備の状態を維持することで、中野区と協
議・調整済みです。

　中野区と共同設置することにより、応分の負担のもと、将来的に整備を実施します。
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事業費⑩ 千円

減価償却費等⑬ 千円

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円

受益者負担率⑮／⑭ ％
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事業に関する検討課題

　現在、新宿区で不足している野球場やグラウンドの整備は積極的に推進する必要がありますが、運動広場
として開放している今の暫定整備に比べ、本格整備がどれだけ利用効率や使いやすさを向上するのか検討が
必要です。
　また、中野区との共同事業であることから、事業実施にあたっては中野区との十分な調整が必要です。
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　中野区と協議のうえ、計画のとおり平成19年度まで現状の暫定整備により、運動広場を
両区民の利用に供しています。
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